
（法第２８条第１項関係）  
  
 

2018年度 特定非営利活動に係る事業報告書 
 

2018年10月1日から2019年9月30日まで 

 
 

特定非営利活動法人Ｊキャンプ  
  １ 事業の成果 

 
 （当法人スタッフが、2020に向けた車いすバスケットボール関係の各要職に就いたことから、当面車いす
バスケの名人事業の開催を見合わせ、次の展開のための研修事業を中心とした活動を行った） 
 
・昨年度から継続的に、車いすバスケにかかわる若手スタッフを中心とした月例の勉強会を開催。外部講

師を2名依頼し、若手コアスタッフになりうる人材を集めて開催。これまでサポート側に回ることの多かった
若手スタッフたちが、自身で意見を論理的に伝えることを可能にすることでそれぞれ事業への各種支援を取
り付けるための力を養った。 

 
・ドイツの障害者スポーツ発展の基礎を作ったとされるホルスト・ストローケンデル博士の追悼企画に協

力。また、過去2度にわたり、ドイツで研修を行ってきた経緯から、当該研修参加者を中心に改めてストロー
ケンデル博士に関連する講習を行った。単発で終わらせず、要所要所でフォローアップ研修をしていくこと
により、コア人材の育成をさらに進めた。 
 
・AIESEC一橋大学実行委員会企画海外インターンシッププログラムへの協力を行った。障害者スポーツ関

連インターンの皆さんの研修計画や面談など、メンターとしてインターンの前後でフォローアップを行っ
た。 
 
・その他車いすバスケットボールへの支援等に関する企業内研修企画立案の依頼、2020パラリンピックに

向けた様々な企画依頼に対応した。 
 
 
２ 事業の実施に関する事項 
 
 
  

  

事業名 事 業 内 容 実 施 

日 時 

実 施 

場 所 

従事者 

の人数 

受益対象者の

範囲及び人

数 

支出額 

（千円） 

 

車いすﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞ
ｰﾙ関連情報の収
集・調査・提供
事業 

車いすﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙに関
する情報収集や調査研
究を行い、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに
て提供。 

通年 法人事務所 
 
 

5人 5000人 

948 
障害者ｽﾎﾟｰﾂ関係若手ｽﾀ
ｯﾌのための論理的思考
に関する研修 

通年(月に一度) 北とぴあ 5人 1000人 
(11人参加) 

ストローケンデル博士
追悼講習 
 

2019年6月1日 茨城県立医療大
学 

3人 1000人 
(16人参加) 

その他事業 

車いすﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ体験
会ｻﾎﾟｰﾄ 

通年 関東近郊 4人 3000人 

0 

 
 
 
 
 

外部依頼による各種協
力事業 

 
 

 


